
地域によろこびの
種をまく

～ＪＡ岡山女性部監修『おこめレシピ』（前編）～
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　新型コロナウイルス拡大からはや一年。コロナ禍において地産地消への注目により地域で
生産される農産物に関心を持つ方が増えています。当組合でも、ＪＡ岡山女性部と協力し、米の
消費拡大を目的にレシピ集を製作しました。今月号よりレシピを紹介しますので、なごやかな
食卓の一助となれば幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集担当

米の魅力伝える
レシピ集発行

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

【準備】
♦＜混ぜる具＞と＜飾る具＞をそれぞれ作っておく。
♦さわらの酢じめは前日から作っておく。
①お米は昆布をのせて普通より少なめの水で炊く。
合わせ酢の調味料は少し加熱し、よく混ぜ合わせ
ておく。
②ご飯が炊きあがったら昆布をとり、合わせ酢を全体
に回しかけて15分間蒸らす。味がなじんだご飯をす
し桶にとり、手早く混ぜてうちわで扇いで冷ます。
③粗熱がとれたすし飯に＜混ぜる具＞を加えて混ぜる。
④器に盛り、錦糸卵を全体に散らし、＜飾る具＞を彩
りよく飾る。

作り方

１．さわらの酢じめ（１０切）
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・大さじ５
　  酢・・・・・・・・・・・・・1/2カップ
２．花型人参（２０枚/100g分）
　  だしの素・・・・・小さじ1/2
　  砂糖・・・・・・・小さじ2/3 強
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　  水・・・・・・・・・・・・・1/2カップ
３．酢れんこん（１０枚）
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　  酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５㏄
　  水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５㏄

材料(飾る具)

４．干し椎茸の甘辛煮（１０枚）
　  戻し汁・・・・・・・・1/2カップ
　  しょうゆ・・・・・・・・・・・大さじ１
　  砂糖・・・・・・・・・・・大さじ１強
５．えび（１０尾）
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
　  塩・・・・・・・・・・・・・小さじ1/４
　  しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・少々
６．穴子（７０ｇ）
　  砂糖・・・・・・・・・・大さじ1/2
　  しょうゆ・・・・・・・大さじ1/2
　  みりん・・・・・・・・大さじ1/2
　  酒・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2

７．モ貝（１０個）
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
　  しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
８．松かさイカ (胴１パイ分 )
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
９．さやえんどう（１０枚）
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
１０．錦糸卵（卵５個分）
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2強
　  片栗粉・・・・・・・・・・・・小さじ1/４
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/４
　  油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
１１．紅しょうが・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

飾る具

１．さわらは塩をして１時間ほど置き、酢じめにして一晩置く。  
２．人参は花型に抜いて下茹でし、だしの素、砂糖、塩、水でさっと煮る。
※花型で抜いた残りの人参は、＜混ぜる具＞のごぼう、れんこんと一

緒に煮る。

３．れんこんは薄い輪切りにし、砂糖、塩、酢、水で煮て酢れんこんにする。
４．干し椎茸は水で戻し、戻し汁、しょうゆ、砂糖で煮汁がなくなるまで煮る。
５．えびは分量外の片栗粉と酒をふって少しおく。水洗いして、 砂糖、塩、しょ
うゆで煮る。

作り方(飾る具)
６．穴子（白焼き）は砂糖、しょうゆ、みりん、酒を合わせたタレをつけ、
レンジで温めて飾り用に切る。

７．モ貝は、砂糖としょうゆで煮る。
※えびの煮汁、穴子のタレ、椎茸の煮汁で煮てもよい。 

８．イカは皮をむき、松かさに切って塩ゆでする。 
９．さやえんどうは塩ゆでし、冷蔵庫で手早く冷やす。  
１０．卵は溶きほぐし、砂糖、片栗粉、塩を入れて薄焼きし、錦糸卵にする。 

ごぼうはささがきにして水に浸けてアク
を抜く。れんこんは小さめのいちょう切
り、人参は細切りにして〈Ａ〉で煮る。

ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２０ｇ
れんこん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
花型に抜いた人参の残り・・・・・・・・・適量
　　だしの素・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ２強
　　塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　　水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１と1/2カップ

材料（混ぜる具）

作り方（混ぜる具）

混ぜる具

A

米・・・・・・・・・・・・・・・・・・５合
昆布・・・・１枚（５㎝角）
＜合わせ酢＞
　酢・・・・・・・・・・・100㏄
　砂糖・・・・・・・・・・・130ｇ
　みりん・・・・・・大さじ１
　酒・・・・・・・・・・大さじ１
　塩・・・・・・・・・・小さじ２

材料（5合/10人分）
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JA岡山は、組合員募集中です！
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特集 「米の消費拡大を目指して！」

今月の折り込み　2021年４月号カタログショッピング　ほか



FEATURE
This month's

米
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
て
！

今月の特集

JA岡山

J A岡
山女性部監修

　日本の食卓をツヤツヤと彩ってきた主食、
“ごはん”。映画やドラマに描かれる家族団
らんの温かな食事シーンでも、湯気までお
いしそうな“ごはん”は欠かせない存在です。
お米は全国のあらゆる地域で生産されてお
り、世界的にも、お寿司やおにぎりといっ
た日本生まれの米料理は高い評価を得てい
ます。その一方で “日本人のお米離れ”が
進んでいることをご存知でしょうか？ 
　食生活の多様化や社会構造の変化等を背景に米の消費量は年々減
少しています。米は海、山、里の豊富な食材を活かす日本食に欠か
せない存在です。家庭では家族の健康を支える源として、また地域で
は季節を彩る行事食として、食習慣に大きな影響を与えてきました。
米の魅力を伝え、消費量を回復するため当組合では、JA岡山女性部
と協力し、レシピ集を製作しました。

今
月
号
で
は
、
米
の
消
費
拡
大
に
む
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。お米離れが進んでいる？

 　ＪＡ岡山女性部は、米の消費拡大を目的に各支部で取り組んできた郷土料理
をはじめ、地産地消料理を集め、『おこめレシピ』としてレシピ集を製作しました。
　女性部が受け継いできた「地元食材への愛」が詰まったレシピとともに管内で
育てられた野菜の魅力を知っていただき、食卓を彩る１品の参考になってほしい
と思います。

JA岡山女性部 部長　河内恵子

JA女性部（ＪＡ女性組織）は、明るく豊かな地域社会を築くため、JAをよりどころとして、食や農、くらしに関心のある女性が集まって
活動する組合員組織です。誰でも気軽に参加でき、メンバーは２０～９０代まで幅広い世代の人がいます。主に食農教育や地産地消に
かかわる活動、料理や手芸などの生活文化活動、環境保全活動などに取り組んでいます。

ぱれっと　23　ぱれっと　

Ｊ
Ａ
岡
山
女
性
部
監
修『
お
こ
め
レ
シ
ピ
』（
前
編
）

ＪＡ女性部ってどんな組織？



　稲作は地域全体での水管理が不可欠のため、

コミュニティを繋ぐ重要な役割を担っています。

当組合は食農教育を通じた地域コミュニティの活

性化にも取り組んでおり、生産者組織やＪＡ岡山

女性部、ＪＡ岡山青壮年部や行政・企業と連携し

食農教育の場を作り、消費拡大はもちろん地元

農産物への理解促進として田植えなどの農業体

験学習も行っています。

予 告 ぱれっと５月号では、米の消費拡大を目指して！
ＪＡ岡山女性部監修『おこめレシピ』（後編）を掲載予定です。

食農教育への取り組み

ぱれっと　45　ぱれっと　

岡山県を代表する
郷土料理です！

瀬戸内市
牛窓地方に伝わる
汁かけごはんです

私たちが作ったレシピを
お披露目！

OKOME RECIPE

作り方は今月号から「ぱれっと」の裏表紙に
毎月掲載いたしますので参考にしてください。

これ
からも農業の魅力を
伝えていきます！

甘みそが
具材のおいしさを
引き立てます！

大きめに握った
シャリは

ボリューム満点！！



　2
月
18
日
、
加
茂
川
地
区
の
桃
・

ブ
ド
ウ
農
家
の
大
月
健
司
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　我
が
家
は
祖
父
母
の
代
か
ら
農
家

で
両
親
が
桃
・
ブ
ド
ウ
栽
培
を
始
め
、

週
末
に
は
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

両
親
が
高
齢
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
12
年
前
に
専
業
農
家
と
し
て
就

農
し
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　大
学
生
の
時
、
果
樹
を
専
攻
し
て

い
た
こ
と
や
、
就
農
以
前
は
、
全
農

お
か
や
ま
の
職
員
と
し
て
県
内
果
樹

の
巡
回
や
技
術
指
導
を
し
て
い
た
と

き
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
、
両

親
と
桃
・
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
は
、
桃
5
品
種
と
ブ
ド

ウ
4
品
種
を
合
わ
せ
て
約
87
㌃
で
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
担
い
手
育
成
の
た
め
行
政

と
連
携
し
、
研
修
受
入
農
家
と
し
て

技
術
・
栽
培
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
新
規

の
若
手
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
加
茂
川
地
区
の
農
業
振

興
に
尽
力
し
た
い
で
す
。

―
栽
培
上
の
こ
だ
わ
り
は

　　果
樹
は
機
械
化
が
進
ん
で
い
な
い

た
め
手
作
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

手
を
掛
け
る
ほ
ど
よ
い
物
が
で
き
、

秀
品
率
と
し
て
結
果
が
見
え
や
す
い

の
で
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
ブ
ド
ウ
栽
培
で
は
、
枝
の

誘
引
方
法
を
工
夫
し
、
防
除
や
草
刈

り
、
収
穫
な
ど
の
作
業
が
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
栽
培
は
家
族
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
も
効
率
化
・
省

力
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　近
年
、
加
茂
川
地
区
で
は
、
新
た

に
年
末
出
荷
に
向
け
て
冷
蔵
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ハ
ウ
ス
栽
培
か
ら
露
地
、
冷
蔵

と
リ
レ
ー
出
荷
を
行
う
こ
と
で
、
労

働
力
分
散
と
高
い
単
価
で
の
取
引
が

図
れ
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　作
業
を
分
散
す
る
た
め
露
地
栽
培

を
ハ
ウ
ス
栽
培
に
転
換
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
露
地
栽
培

の
方
が
多
い
た
め
、
1
対
1
く
ら
い

に
な
る
よ
う
に
し
、
効
率
化
を
図
り

た
い
で
す
。

　今
後
も
品
質
と
収
量
を
維
持
し
、
消

費
者
の
方
に「
お
い
し
い
」と
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
、
部
会
で
足
並
み
を

揃
え
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

すべては「おいしい」の一言のために、
知識・経験をフル活用
すべては「おいしい」の一言のために、
知識・経験をフル活用

vol.248

農
を担う

大月 健司さん
「おおつき　けんじ」
昭和32年生まれ。岡山県農業士。○岡加茂川桃生産部会部会長、○岡加茂川ぶどう部会役員。
桃・ブドウ農家。両親、妻の4人家族。趣味はスポーツ観戦。座右の銘は「すべては『おいしい』の
一言のために」。

加茂川地区：桃・ブドウ農家

技
術
指
導
で
培
っ
た

経
験
を
地
域
に
生
か
す

「
お
い
し
い
」の
一
言
の

た
め
に

ブドウの芽が出始めています桃の摘蕾も大切な作業 ハウス内の温度管理は欠かしません

農業について思いを語る大月さん

ぱれっと　1011　ぱれっと　



資料3 果菜類のアブラムシ防除薬剤

資料1 苗の定植適期

資料2 

薬剤使用の際は、農薬のラベルをよく確認し、使用時期・使用
回数・使用量等を守ってご使用ください。

農薬名 適用作物（果菜類） 使用時期,使用方法
ジェイエース粒剤
（オルトラン粒剤） 定植時、

植穴土壌
混和スタークル粒剤

（アルベリン粒剤）

キュウリ、トマト、ナス等

カボチャ、キュウリ、スイカ、ズッ
キーニ、トマト、ナス、ニガウリ、
ピーマン、ミニトマト、メロン等

１段花房の花が
蕾～咲 き 始 め
（第1花房節位
は本葉７～８枚ぐ
らい）

生長点部分の茎の
色は黒紫

1番花…開花直前
葉…肉厚で淡緑色、
　　水分のつやがある

節
間
が

伸
び
す
ぎ
て
い
な
い

葉色は緑色で
つやがあり厚み
がある

本葉4枚程度

茎ががっちり
している

鉢全体に太くて
白い根が充分に
張っている

根…白く活力がある
鉢底に根が巻き始めている

台木の葉が枯れていない

茎の太さはエン
ピツより少し細め
ぐらい

1番花が咲き始めたころが定
植適期です。若苗だと吸肥
力が強くなり、樹ボケして落
花や石灰欠乏症（尻腐れ病
など）につながりやすく、老
化苗だと樹が弱くなり後半、
果実肥大が悪くなります。

1番花の蕾がふくらんで紫
色に着色し始めたころが適
期です。蕾の小さな若苗定
植は定植後の過繁茂になり
やすく、1番花が咲き終わっ
ているような老化苗定植で
は、活着不良になりやすくな
ります。

本葉4枚程度の若苗定植で、
活動がスムーズになり初期の
生育を安定させることができ
ます。畑の準備が遅れて老化
苗定植にならないように注意
してください。

キュウリの定植適期苗

ナスの定植適期苗

トマトの定植適期苗

肥料袋などホットキャップ

ホットキャップ 行灯

資料5 畝への植え付け

資料6 天花仕立て

5～10cm発芽点

わき芽（花芽）をかぎ取る

一番花 二番花資材名

堆肥
苦土セルカ

花専用2号

10
1

1.5 1 1.2

基肥 追肥①盛夏前切り戻し後 追肥②9～10月

資料4 ダリアの施肥例 （１０㎡あたりkg）

●
果
菜
類
の
定
植

　寒
く
厳
し
い
冬
が
明
け
て
、
畑
で
は

夏
野
菜
の
栽
培
に
む
け
て
準
備
が
始
ま

り
ま
す
。
野
菜
は
、
定
植
後
の
活
着
が

よ
い
か
で
そ
の
後
の
生
育
が
決
ま
る
の

で
、
し
っ
か
り
し
た
土
作
り
を
行
い
、

よ
い
苗
を
定
植
し
ま
し
ょ
う
。

●
土
づ
く
り

　定
植
ま
で
の
準
備
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
土
を
深
く
耕
す
こ
と
で
排
水
や
通

気
性
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
植
物
の
根

が
深
く
張
り
環
境
の
変
化
に
も
強
く
な

り
ま
す
。

　定
植
2
〜
3
週
間
前
に
10
平
方
㍍
あ

た
り
完
熟
堆
肥
を
25
㌔
、苦
土
石
灰（
苦

土
セ
ル
カ
2
号
等
）
を
1.
5
㌔
程
度
施

用
し
ま
す
。
そ
し
て
、
定
植
1
週
間
前

に
野
菜
い
ち
ば
ん
等
を
施
し
て
か
ら
畝

立
て
を
し
、
十
分
灌
水
し
て
か
ら
マ
ル

チ
を
し
て
地
温
を
高
め
て
お
き
ま
す
。

マ
ル
チ
を
使
用
し
な
い
場
合
は
、
こ
の

時
に
透
明
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
被
覆
し
て

お
く
と
地
温
が
高
ま
り
ま
す
。
古
い
も

の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
定
植

時
に
除
去
し
ま
す
。
十
分
に
地
温
を
確

保
し
て
お
く
と
定
植
後
、
根
の
伸
長
が

よ
く
な
り
ま
す
。

●
苗
の
準
備

　購
入
苗
は
、
若
苗
で
購
入
直
後
に
定

植
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
資
料

1
の
よ
う
な
大
き
さ
に
な
る
ま
で
ビ

ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
等
で
中
間
育
苗
が
必

要
で
す
。
で
き
れ
ば
、
一
回
り
大
き
な

鉢
か
ポ
ッ
ト
に
植
え
替
え
て
、
老
化
を

防
ぎ
ま
す
。
定
植
5
日
前
ご
ろ
か
ら
は
、

少
し
ず
つ
昼
間
の
強
い
日
差
し
に
あ
て
、

夜
間
は
遅
霜
の
心
配
が
な
け
れ
ば
低
温

気
味
に
管
理
し
て
ほ
場
の
環
境
に
慣
ら

し
、
同
時
に
灌
水
量
も
減
ら
し
て
し
っ

か
り
と
し
た
苗
に
仕
上
げ
ま
す
。

　ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
は
若
苗

で
定
植
す
る
と
草
勢
が
強
く
な
り
過
ぎ

て
結
実
が
遅
れ
ま
す
。
中
間
育
苗
が
で

き
な
い
場
合
は
、
基
肥
を
減
肥
し
て
定

植
後
の
生
育
状
況
を
確
認
し
て
追
肥
を

増
や
し
ま
す
。

●
定
植
の
ポ
イ
ン
ト

　ト
マ
ト
や
カ
ボ
チ
ャ
は
比
較
的
低
温

に
強
く
、
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、

ス
イ
カ
は
低
温
に
弱
い
の
で
定
植
時
の

気
温
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　低
温
や
晩
霜
に
遭
う
時
期
な
の
で
、

作
業
の
都
合
や
苗
の
生
育
な
ど
に
よ
っ

て
早
く
定
植
す
る
場
合
に
は
、
ホ
ッ
ト

キ
ャ
ッ
プ
や
行
灯
な
ど
で
保
温
し
ま

し
ょ
う
。
ホ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
は
、

日
中
の
高
温
に
注
意
し
て
換
気
を
行
い
、

適
温
を
保
ち
ま
し
ょ
う
（
資
料
2
）。

　定
植
の
目
安
は
、
晩
霜
の
心
配
が
な

く
最
低
気
温
10
℃
以
上
に
な
っ
た
こ
ろ

（
5
月
上
中
旬
）
と
な
り
ま
す
。
定
植
前

日
に
は
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
て
お
き
ま
す
。

晴
れ
て
暖
か
く
、
風
の
な
い
午
前
中
に

定
植
し
ま
し
ょ
う
。

　根
鉢
を
崩
さ
な
い
よ
う
丁
寧
に
扱
い
植

え
る
深
さ
は
鉢
土
の
表
面
が
見
え
る
程
度

か
や
や
高
め
の
方
が
株
元
に
水
が
溜
ま
り

に
く
く
病
気
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　老
化
苗
の
定
植
や
定
植
後
の
環
境
不

良
な
ど
で
、
生
育
が
悪
い
場
合
に
は
液

肥
や
葉
面
散
布
剤
な
ど
の
施
用
で
草
勢

回
復
に
努
め
ま
す
。

　
●
病
害
虫

　初
期
生
育
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
媒
介

で
ウ
イ
ル
ス
病
に
感
染
す
る
と
被
害
が

激
し
く
な
る
の
で
定
植
時
に
粒
剤
を
施

用
し
ま
し
ょ
う
（
資
料
3
）。

夏
野
菜
の
栽
培

準
備
が
始
ま
る

季
節
で
す
！

　春
植
え
球
根
の
代
表
格
、
ダ
リ
ア
、

花
言
葉
は
「
優
雅
」「
気
品
」
な
ど
の
他

「
気
ま
ぐ
れ
」「
裏
切
り
」
と
い
う
の
も
あ

り
ま
す
か
ら
要
注
意
で
す
。
11
月
号
で

掘
り
上
げ
と
保
管
を
説
明
し
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
植
え
付
け
の
時
期
で
す
。

●
特
性
（
特
徴
）

　大
輪
か
ら
小
輪
、
一
重
咲
き
か
ら
変

化
咲
き
、
花
色
も
多
種
多
様
。
皇
帝
ダ

リ
ア
の
よ
う
に
巨
大
な
も
の
や
種
か
ら

育
て
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　夏
の
間
長
く
花
を
楽
し
め
ま
す
が
、

夏
冷
涼
で
冬
温
暖
な
中
米
の
高
地
原
産

の
た
め
、
耐
寒
性
は
弱
く
、
真
夏
の
暑

さ
は
苦
手
で
す
。

　排
水
の
よ
い
土
壌
と
比
較
的
涼
し
い

環
境
を
好
み
ま
す
。
乾
燥
に
は
耐
え
、

水
が
多
い
と
球
根
が
腐
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
地
植
の
場
合
は
よ
く
乾
く
時
以

外
は
あ
ま
り
水
や
り
が
い
ら
な
い
く
ら

い
で
す
。

●
植
え
付
け
準
備
（
資
料
4
）

　予
定
地
に
堆
肥
や
肥
料
を
す
き
込
ん

で
、
畝
を
作
っ
て
お
き
ま
す
。
大
き
い
品

種
と
小
さ
い
品
種
で
株
間
も
80
〜
40
㌢
と

異
な
り
ま
す
か
ら
、
畝
の
大
き
さ
も
そ
れ

に
応
じ
た
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
排
水
不

良
は
禁
物
で
す
。

●
植
え
付
け
（
適
期
は
気
温
20
℃
く
ら

い
の
時
期
）

　秋
に
掘
り
あ
げ
る
か
防
寒
対
策
し
て

お
い
た
株
は
11
月
号
の
要
領
で
、
必
ず

芽
が
付
い
た
球
根
に
な
る
よ
う
に
切
り

分
け
ま
す
。
購
入
し
た
球
根
も
同
様

に
、
芽
が
付
い
て
い
る
首
の
部
分
を
折

ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
資
料
5
の

よ
う
に
植
え
付
け
ま
す
。

　畝
に
植
穴
を
掘
り
、
芽
（
発
芽
点
）
が

上
を
向
く
よ
う
に
置
き
、
大
き
さ
に
応

じ
て
芽
の
部
分
が
5
〜
10
㌢
程
度
の
深

さ
に
な
る
よ
う
に
覆
土
し
ま
す
。

　植
え
付
け
後
に
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
、

発
芽
ま
で
は
ひ
か
え
ま
す
。

●
支
柱
・
追
肥

　芽
が
伸
び
て
き
た
ら
、
支
柱
な
ど
で

品
種
に
応
じ
た
倒
伏
防
止
対
策
を
し
て

お
き
ま
す
。

　追
肥
は
、
7
月
下
旬
〜
8
月
上
旬
の

切
り
戻
し
の
後
と
9
月
中
旬
〜
10
月
上

旬
の
間
に
緩
効
性
肥
料
を
株
元
か
ら
離

れ
た
位
置
に
施
用
し
ま
す
。

　特
に
夏
は
弱
っ
て
い
る
の
で
、
根
を

傷
め
な
い
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
溶
け
だ
す

も
の
で
、
量
は
や
り
過
ぎ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
す
。

●
仕
立
て
（
放
任
す
る
と
芽
だ
ら
け
に

な
り
ま
す
）

 

・
天
花
仕
立
て
…
大
輪
品
種
（
資
料
6
）

　茎
の
伸
長
と
と
も
に
脇
芽
が
出
ま
す
。

下
部
2
節
か
ら
出
る
も
の
を
残
し
、
そ

れ
か
ら
上
の
芽
は
か
ぎ
取
り
ま
す
。

　茎
の
先
に
1
番
花
が
咲
い
て
終
わ
っ

た
ら
側
枝
が
出
て
い
る
下
の
2
〜
3
節

残
し
て
切
り
戻
し
ま
す
。

　残
し
た
側
枝
の
脇
芽
は
下
部
の
1
〜

2
芽
を
残
し
て
か
ぎ
取
り
、
茎
頂
に
2

番
花
が
咲
き
、
次
に
そ
の
残
し
た
芽
が

伸
び
て
咲
き
ま
す
。

 

・
摘
心
仕
立
て
…
中
小
輪
品
種

　茎
が
2
〜
3
節
伸
び
た
と
こ
ろ
で
芯

を
摘
み
取
り
、
脇
芽
を
4
〜
6
本
伸
ば

し
て
そ
の
先
端
に
咲
か
せ
ま
す
。
開
花

を
待
つ
間
に
さ
ら
に
側
芽
が
出
ま
す
か

ら
、
下
部
2
〜
3
節
残
し
て
か
ぎ
取
っ

て
お
き
ま
す
。

●
切
り
戻
し

　真
夏
が
苦
手
な
ダ
リ
ア
、
7
月
下
旬

〜
8
月
上
旬
に
一
旦
切
り
戻
し
て
新
た

な
芽
を
伸
ば
し
、
秋
の
開
花
を
待
ち
ま

す
。
下
か
ら
3
〜
4
節
残
し
て
切
り
取

り
ま
す
が
、
必
ず
元
気
な
葉
を
3
〜
4

枚
は
残
し
ま
す
。

　仕
立
て
、
切
り
戻
し
共
通
の
注
意
点

で
す
。
ダ
リ
ア
の
茎
は
中
空
で
す
か
ら
、

切
っ
た
後
に
水
が
溜
ま
っ
て
腐
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　晴
天
の
日
に
作
業
し
て
切
り
口
を
早

く
乾
か
す
こ
と
と
、
節
の
上
で
切
り
、

水
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫

　葉
が
白
く
な
る
う
ど
ん
こ
病
は
、
ト
リ

フ
ミ
ン
水
和
剤
な
ど
で
防
除
し
ま
す
。

　ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳

剤
な
ど
で
防
除
し
ま
す
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2021.4

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

ダ
リ
ア
の

植
え
付
け
方
法
を

ご
紹
介
し
ま
す

ぱれっと　1213　ぱれっと　2021.4 2021.4



JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

黄色に
なる

花粉と増量剤（片栗粉）

筆または梵天

花粉と雑物

水
バケツ

切り枝ビニールハウス
または暖かい所

・開花期が異なる
・大量に授粉したい

授粉用品種が
遅く咲く場合

開花期が
同じ場合

授粉用の花を
　　直接使う

花粉のある品種

花粉のない品種

加納岩白桃
白鳳
清水白桃
白麗
紅清水

ゴールデンピーチなど

おかやま夢白桃
白桃
浅間白桃
大和白桃

川中島白桃など

資料7 桃の品種と花粉の有無

資料8 授粉の方法

お知らせ

2021年4月号チラシ掲載商品
・茎葉処理除草剤キャンペーン実施
のお知らせ
・みのる製品ベストセレクション
・今月のおすすめ商品

購買品注文取りまとめについてのチラシを広報誌「ぱれっと」の中に折り込
んでおりますのでご利用ください。

※写真はイメージです

　4
月
は
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
多

く
の
果
樹
は
発
芽
、
開
花
を
迎
え
日
々

の
管
理
が
大
切
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

　梨
、
桃
、
ス
モ
モ
、
リ
ン
ゴ
等
で
は

授
粉
、
ブ
ド
ウ
等
で
は
芽
か
き
の
作
業

を
行
い
ま
す
。

　今
月
は
桃
等
の
授
粉
に
つ
い
て
記
述

し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
授
粉
の
目
的
と
必
要
性

　果
物
に
は
桃
・
ス
モ
モ
の
よ
う
に
種

が
あ
る
も
の
と
バ
ナ
ナ
・
平
核
無（
柿
）・

種
無
し
ブ
ド
ウ
の
よ
う
に
種
が
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
は
、
種
が
入
ら
な
い
と
結
実
し

な
い
果
実
と
種
が
入
ら
な
く
て
も
結
実

す
る
果
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
近
年
で
は
、
種
有
り
ブ
ド
ウ
品
種

に
ホ
ル
モ
ン
剤
（
ジ
ベ
レ
リ
ン
・
フ
ル

メ
ッ
ト
）、
抗
生
物
質
（
ス
ト
レ
プ
ト

マ
イ
シ
ン
等
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
温
州
み
か
ん
で
は
ほ
と
ん
ど

の
品
種
で
種
が
入
ら
な
い
よ
う
に
品
種

改
良
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
核
果
類
（
桃
・
ス
モ
モ
・
サ
ク
ラ

ン
ボ
等
）
で
は
受
精
し
、
種
が
で
き
な

い
と
結
実
し
ま
せ
ん
。

　梨
・
桃
・
ス
モ
モ
・
サ
ク
ラ
ン
ボ

で
は
、
授
粉
作
業
を
行
い
、
受
精
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
結
実
し
生
産
安
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
品
種
に

よ
り
花
粉
の
な
い
品
種
や
自
分
の
花

粉
で
は
受
精
し
な
い
性
質
を
有
し
て

い
る
品
種
も
あ
り
ま
す
。
キ
ウ
イ
の

よ
う
に
花
粉
の
な
い
雌
木
、
子
房
の

退
化
し
た
雄
木
と
い
っ
た
雌
雄
異
株

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　種
が
な
い
と
結
実
し
な
か
っ
た
り
大

き
く
な
ら
な
い
品
種
は
人
工
授
粉
や
虫

媒
に
よ
る
受
粉
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
一
般
的
に
は
、
確
実
に
結
実

さ
せ
る
た
め
に
和
合
性
の
あ
る
品
種
を

混
植
し
、
花
粉
採
取
し
た
り
直
接
花
摘

み
を
し
て
利
用
し
ま
す
。

●
授
粉
方
法
の
ポ
イ
ン
ト

　梨
・
ス
モ
モ
・
リ
ン
ゴ
で
は
、
授

粉
樹
と
し
て
和
合
性
の
あ
る
品
種
を

選
択
し
、
植
栽
し
て
お
き
ま
す
。
そ

し
て
、
開
花
期
に
合
わ
せ
て
授
粉
し

ま
す
。
桃
で
は
花
粉
の
あ
る
品
種
は

自
家
受
粉
し
ま
す
の
で
、
花
粉
の
な

い
品
種
を
植
栽
す
る
場
合
は
花
粉
の

あ
る
品
種
を
授
粉
樹
と
し
て
利
用
し

ま
す
（
資
料
7
）。
桃
の
授
粉
は
、
授

粉
樹
の
お
し
べ
が
開
葯
し
花
粉
の
出

て
い
る
花
を
直
接
摘
み
取
り
、
結
実

樹
の
開
花
当
日
に
授
粉
作
業
を
行
い
、

結
実
さ
せ
ま
す
。

　授
粉
は
朝
露
が
な
く
な
っ
て
か
ら

行
い
ま
す
。
4
〜
5
分
咲
き
の
こ
ろ

と
8
分
咲
の
こ
ろ
の
2
回
行
う
と
結

実
が
安
定
し
ま
す
。
授
粉
後
降
雨
が

あ
る
と
受
精
し
に
く
く
な
り
ま
す
の

で
、
天
候
を
見
計
ら
い
な
が
ら
行
い

ま
す
。
開
花
の
遅
い
授
粉
樹
の
場
合

に
は
小
枝
を
切
り
取
り
、
温
か
い
部

屋
で
水
差
し
し
て
お
け
ば
開
花
が
早

ま
り
ま
す
の
で
開
花
期
を
合
わ
す
こ

と
が
で
き
ま
す
（
資
料
8
）。

　桃
の
花
粉
を
大
量
に
採
取
す
る
場

合
は
、
開
花
1
〜
2
日
前
に
、
授
粉

樹
の
結
果
枝
上
部
（
背
面
）・
枝
先
部
・

基
部
の
不
要
部
分
の
蕾
を
採
取
し
、

2
〜
3
㍉
の
ふ
る
い
に
こ
す
り
つ
け
、

葯
を
振
り
落
と
し
て
分
離
し
ま
す
。

分
離
し
た
葯
と
雑
物
を
再
度
ふ
る
い

に
か
け
て
、
葯
を
集
め
て
滑
ら
か
な

紙
に
薄
く
広
げ
、
風
の
当
た
ら
な
い

日
当
た
り
の
よ
い
場
所
に
2
〜
3
日

置
き
、
開
葯
さ
せ
て
花
粉
を
取
り
出

し
ま
す
。
花
粉
の
貯
蔵
は
茶
筒
に
入

れ
て
冷
蔵
庫
内
に
お
け
ば
10
日
程
度

保
存
で
き
ま
す
。

営農部指導課
小野 智寛

　授
粉
に
当
た
っ
て
は
、
授
粉
当
日

に
取
り
出
し
、
石
松
子
な
ど
の
増
量

剤
で
10
倍
程
度
に
希
釈
し
て
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
、
筆
ま
た
は
梵
天
で
授
粉

を
行
い
ま
す
。
増
量
剤
と
し
て
身
近

に
あ
る
も
の
で
は
片
栗
粉
で
代
用
で

き
ま
す
。
な
お
、
増
量
し
た
花
粉
は

当
日
に
使
い
き
り
ま
す
。

受
粉
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
！

新型コロナウイルス感染拡大防止のための取り組み
当組合では、組合員・利用者の皆さまに安心してご利用いただくために、新たに次の対策に取り組ん
でいます。
・支所・営農センター等各施設のエアコン更新時に抗菌対策仕様のものに順次置換え設置しています。
・リモート面談用の「Zoom」を導入し、ウェブ会議環境を順次整備しています。

果
樹

会員資格
①JA岡山の「正組合員」であること
②希望する直売所の審査基準を満たしていること
③自ら生産した新鮮で、安全・安心な農作物が出荷
できること　など
申込方法など詳細は、各直売所または直売課までお問い合わせください。
TEL：086-225-3266

JA岡山 農産物直売所 出荷会員大募集！！

ぱれっと　142021.415　ぱれっと　



地域によろこびの
種をまく

～ＪＡ岡山女性部監修『おこめレシピ』（前編）～
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　新型コロナウイルス拡大からはや一年。コロナ禍において地産地消への注目により地域で
生産される農産物に関心を持つ方が増えています。当組合でも、ＪＡ岡山女性部と協力し、米の
消費拡大を目的にレシピ集を製作しました。今月号よりレシピを紹介しますので、なごやかな
食卓の一助となれば幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集担当

米の魅力伝える
レシピ集発行

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

【準備】
♦＜混ぜる具＞と＜飾る具＞をそれぞれ作っておく。
♦さわらの酢じめは前日から作っておく。
①お米は昆布をのせて普通より少なめの水で炊く。
合わせ酢の調味料は少し加熱し、よく混ぜ合わせ
ておく。
②ご飯が炊きあがったら昆布をとり、合わせ酢を全体
に回しかけて15分間蒸らす。味がなじんだご飯をす
し桶にとり、手早く混ぜてうちわで扇いで冷ます。
③粗熱がとれたすし飯に＜混ぜる具＞を加えて混ぜる。
④器に盛り、錦糸卵を全体に散らし、＜飾る具＞を彩
りよく飾る。

作り方

１．さわらの酢じめ（１０切）
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・大さじ５
　  酢・・・・・・・・・・・・・1/2カップ
２．花型人参（２０枚/100g分）
　  だしの素・・・・・小さじ1/2
　  砂糖・・・・・・・小さじ2/3 強
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　  水・・・・・・・・・・・・・1/2カップ
３．酢れんこん（１０枚）
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　  酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５㏄
　  水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５㏄

材料(飾る具)

４．干し椎茸の甘辛煮（１０枚）
　  戻し汁・・・・・・・・1/2カップ
　  しょうゆ・・・・・・・・・・・大さじ１
　  砂糖・・・・・・・・・・・大さじ１強
５．えび（１０尾）
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
　  塩・・・・・・・・・・・・・小さじ1/４
　  しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・少々
６．穴子（７０ｇ）
　  砂糖・・・・・・・・・・大さじ1/2
　  しょうゆ・・・・・・・大さじ1/2
　  みりん・・・・・・・・大さじ1/2
　  酒・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2

７．モ貝（１０個）
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
　  しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
８．松かさイカ (胴１パイ分 )
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
９．さやえんどう（１０枚）
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
１０．錦糸卵（卵５個分）
　  砂糖・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2強
　  片栗粉・・・・・・・・・・・・小さじ1/４
　  塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/４
　  油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
１１．紅しょうが・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

飾る具

１．さわらは塩をして１時間ほど置き、酢じめにして一晩置く。  
２．人参は花型に抜いて下茹でし、だしの素、砂糖、塩、水でさっと煮る。
※花型で抜いた残りの人参は、＜混ぜる具＞のごぼう、れんこんと一

緒に煮る。

３．れんこんは薄い輪切りにし、砂糖、塩、酢、水で煮て酢れんこんにする。
４．干し椎茸は水で戻し、戻し汁、しょうゆ、砂糖で煮汁がなくなるまで煮る。
５．えびは分量外の片栗粉と酒をふって少しおく。水洗いして、 砂糖、塩、しょ
うゆで煮る。

作り方(飾る具)
６．穴子（白焼き）は砂糖、しょうゆ、みりん、酒を合わせたタレをつけ、
レンジで温めて飾り用に切る。

７．モ貝は、砂糖としょうゆで煮る。
※えびの煮汁、穴子のタレ、椎茸の煮汁で煮てもよい。 

８．イカは皮をむき、松かさに切って塩ゆでする。 
９．さやえんどうは塩ゆでし、冷蔵庫で手早く冷やす。  
１０．卵は溶きほぐし、砂糖、片栗粉、塩を入れて薄焼きし、錦糸卵にする。 

ごぼうはささがきにして水に浸けてアク
を抜く。れんこんは小さめのいちょう切
り、人参は細切りにして〈Ａ〉で煮る。

ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２０ｇ
れんこん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
花型に抜いた人参の残り・・・・・・・・・適量
　　だしの素・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ２強
　　塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　　水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１と1/2カップ

材料（混ぜる具）

作り方（混ぜる具）

混ぜる具

A

米・・・・・・・・・・・・・・・・・・５合
昆布・・・・１枚（５㎝角）
＜合わせ酢＞
　酢・・・・・・・・・・・100㏄
　砂糖・・・・・・・・・・・130ｇ
　みりん・・・・・・大さじ１
　酒・・・・・・・・・・大さじ１
　塩・・・・・・・・・・小さじ２

材料（5合/10人分）

地
域
に
よ
ろ
こ
び
の

種
を
ま
く

JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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特集 「米の消費拡大を目指して！」

今月の折り込み　2021年４月号カタログショッピング　ほか




